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4年後に東京五輪を控えていた1960年 ，日本サッカー協会は西ドイツからDettmar 

Cramerを招聘します．ところが，その招聘された外国人コーチが当時の日本代表に課した
のは，欧州の最新の技術でも，高度でトリッキーな技術でもない，“基礎的な技術” の愚直
な程の反復修練でした．その結果が，かの有名なメキシコ五輪の銅メダルです．そして，
Cramerコーチの教え子達は今なお，日本サッカーの指導の中枢にいます．

 “基礎” とは簡単なことではない，最も大事なことである． 
これはCramerコーチ自身の言葉ではありませんが，私が大切にしている言葉の一つです．
群星沖縄は8つの基幹病院（2014年現在）とその協力病院群からなる臨床研修プロジェ

クトです．その目玉の一つが病院毎に月2回のプロジェクトリーダー宮城征四郎先生の教育
回診です．そこに参加回数を重ねるうちに，宮城先生が重要なことは何度も仰っていること
に気付きました．そこで初期研修を卒業する時分，2年間で学んだことを形にしようと思い，
他病院の同期にも声をかけ，各病院の宮城先生の教育回診の記録を集め，それを私が編集・
統合し，“卒業文集” なるものを制作しました．

それから数年が経ち，気が付けば私も初期研修医を指導，また共に学んでいく立場になり
ました．いろんな経験や書物での勉強もしましたが，やはりふとしたときに頭に浮かぶのは
沖縄時代に学んだことです．場所や科・年次を問わない，いわばユニバーサルとさえ表現し
てもいいような揺るぎない何かが自分の血肉となっていました．群星沖縄は，宮城先生は，
“臨床の基礎” を私に叩き込んでくれたのです．

あるとき，宮城先生から「“卒業文集” を出版してみてはどうか」，というお話をいただき
ました．正直，自分にできるのか，という思いでしたが，“人一倍多くの壁にぶつかった研修
医” だったからこそ伝えられることもあるかもしれないと思い，思い切ってトライしてみる
ことにしました．

既に多くの医学書が世に溢れていますが，“臨床の基礎” について述べられている書物は
そう多くないように思います．主に初期研修医を中心に，“基礎” を学びたい人 ，学び直し
たい人のための “優しい本” を目指しました．出版に際し，自分なりにテコ入れを行いまし
た．一つは当時の記録をベースに再編集・再構築を行い，もう一つはできる限りウラを取り
ました．なかには，回診当時からここ数年で改訂を経たものもあり，それらも含めてできる
だけ反映したつもりです．

最後に，まだまだ教えるより教わることの多い，ヒヨコにやっと毛が一本生えたようなこ
の卒後7年目の元研修医をここまで導いてくださった宮城征四郎先生・徳田安春先生，そし
て，一手間も二手間もかかる研修医だった私を根気よく指導してくださった先生方や看護師，
メディカルスタッフ，その他の方々，ここにこうして形になるまでの過程を一から手ほどき
くださった羊土社保坂様・吉川様，編集部の皆様に心より感謝申し上げます．
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実りの秋を迎え，黄金色に染まった福井にて 
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